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１ 市が取り組む「少子化対策事業」について（３０分） 

  

 わが国の少子化が叫ばれ始めてだいぶ長い月日がたつが、一向

に歯止めどころか向上の兆しさえ見えない状況です。少子化の原

因は大きく２つあり、１つは未婚化の進行、もう１つは既婚者の

出生数の減少です。その克服には、結婚、出産、子育て、財政面

など様々な課題を克服する必要があります。 

 今後、少子化は加速度的に進むことが見込まれます。このこと

の如実な現れとしては、国と国民生活を守る基盤である自衛隊

員、消防吏員、警察官、教員、介護士、医師、看護師などの生活

に係わる職種での定員不足です。もはや少子化は他人事では済ま

されないところまで来ています。このような状況をどう捉えるか

市の見解を伺います。 

 

（１）今までに市が取り組んできた少子化対策の過去５年分

の内容は。  
 
 

（２）今後の婚活支援に対する市の考え方は。 
 

 

（３）今後の出産に対する市の支援は。 
 

 

（４）今後の市独自の取組は。 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


